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●法務省の詳しい情報は下記のホームページをご覧ください。

CONTENTS法務省だより

　
〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞
は
、

す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の

防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ

　

昭
和
24
年
、
戦
後
の
日
本
は
、
貧

し
さ
な
ど
か
ら
非
行
に
走
る
子
ど
も

た
ち
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
そ
の

状
況
に
心
を
痛
め
た
東
京
・
銀
座
商

店
街
の
人
々
が
立
ち
上
が
り
、
子
ど

も
た
ち
を
救
う
た
め
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン「
銀
座
フ
ェ
ア
ー
」を
行
い
ま
し
た
。

　
〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞
強

調
月
間
中
に
は
、

　

❶
更
生
保
護
制
度
へ
の
理
解
と

　
　
協
力
の
呼
び
か
け

　

❷
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な

　
　
成
長
の
支
援

　

❸
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

の
3
つ
の
視
点
か
ら
、
地
域
の
実
情

の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯

罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築

こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

こ
の
活
動
が
き
っ
か
け
と
な
っ

て
、
昭
和
26
年
か
ら
法
務
省
の
呼
び

か
け
で
〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
〞
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

地
域
か
ら
始
ま
っ
た
本
運
動
は
、

家
庭
や
地
域
の
絆
を
育
み
な
が
ら
今

年
で
56
回
目
を
迎
え
ま
す
。

に
応
じ
て
、
街
頭
広
報
活
動
、
住
民

集
会
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
あ
な
た
も
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

※

各
地
域
の
行
事
予
定
に
つ
い
て

は
、
各
都
道
府
県
の
保
護
観
察
所
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

本
年
は
、
美
術
学
部
デ
ザ
イ
ン
科

及
び
工
芸
科（
鍛
金
）、
音
楽
学
部
の

3
講
座
で
、
台

東
区
内
の
小
学

5
・
6
年
生
親

子
を
対
象
と

し
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
し
ま
す
。

3　
「
有
芽
の
会
」

　

期
間　

平
成
18
年
7
月
12
日（
水
）

　
　
　
　

〜
17
日（
月
・
祝
）

　

場
所　

西
武
百
貨
店
池
袋
店

　

主
催　

西
武
百
貨
店

　

後
援　

法
務
省

　
　
　
　

更
生
保
護
法
人
日
本
更
生

　
　
　
　

保
護
協
会

　
　
　
　

日
本
更
生
保
護
女
性
連
盟

ど
ん
な
行
事
が
あ
る
の
？

法務省ホームページ（携帯版）

http://www.moj.go.jp/k/index.html

〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞っ
て
？

そ
れ
は
地
域
の
中
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。

今
年
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は「
参
加
」で
す
。

1　

フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
「
立
ち
直
り
を
支
え
る
た
め
に
　

　
　
更
生
保
護
と
地
域
社
会
」

　

期
日　

平
成
18
年
7
月
5
日（
水
）

　
　
　
　

午
後
1
時
か
ら
午
後
4
時

　
　
　
　

ま
で

　

場
所　

有
楽
町
朝
日
ホ
ー
ル
（
東

　
　
　
　

京
都
千
代
田
区
有
楽
町
2

　
　
　
　

-

5-

1
）

　

谷
川
和
穂
氏
（
社
団
法
人
全
国
保

護
司
連
盟
会
長
）
に
よ
る
基
調
講
演

及
び
「
立
ち
直
り
を
支
え
る
た
め
に
、

必
要
な
こ
と
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

す
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
は
藤
本

哲
也
氏
（
中
央
大
学
法
学
部
教
授
）、

パ
ネ
リ
ス
ト
に
は
、
清
原
慶
子
氏

（
三
鷹
市
長
）、
宮
川
憲
一
氏
（
東
京

都
保
護
司
会
連
合
会
会
長
）、
熊
谷

一
雄
氏
（
日
立
製
作
所
特
命
顧
問
・

日
立
み
ら
い
財
団
理
事
長
）、
橋
本

圭
子
氏
（
日
本
経
済
新
聞
社
社
会

部
）、
才
門
辰
史
氏
（
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
恵
友
学
園
ス
タ
ッ
フ
）
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
入
場
無
料
で
す
。
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

2　

匠
に
学
ぶ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
in

　
　
東
京
藝
術
大
学
V
o
l
・
4

　

期
日　

平
成
18
年
8
月
5
日（
土
）

　

場
所　

東
京
芸
術
大
学

　
　
　
　

上
野
キ
ャ
ン
パ
ス

　

主
催
　
東
京
芸
術
大
学

　
　
　

〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞

　
　
　
　

中
央
実
施
委
員
会

　
　
　

〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞

　
　
　
　

東
京
都
実
施
委
員
会
及
び

　
　
　
　

同
台
東
区
実
施
委
員
会

中
央
行
事
予
定

　●2面 監獄法が生まれ変わりました！
　●3面 法務大臣のADR認証制度がスタートします！！
　　　　 刑法の罰金が一部新設・引上げになりました
　●4面 守られていますか？あなたの人権

7月 いよいよ
“社会を明るくする運動”の
強調月間です。

ゆ
う
が

●前年のワークショップの様子

身に覚えのない架空の請求にご注意を！
　最近、法務省の名称などを不正に使用した架空請求が増
えています。
　もし、身に覚えのない通知が送付されたときは、通知に
書かれた連絡先には絶対に連絡をとらないで、国民生活セ
ンターなどの公的機関にご確認ください。

〈以下の名称は法務省の機関ではありません〉

　法務省民事訴訟管理センター

　法務省管轄支局民事管理事務局

　法務局認定法人民事起訴管理事務局

　法務局認定法人民事訴訟管理事務局

　法務局認定法人民事訴訟総合事務局

　法務局認可法人全国総合管財局

　（他にもありますのでご注意ください）

〈架空請求に関するホームページ〉

法務省HP：http://www.moj.go.jp/kaku.html

国民生活センターHP：http://www.kokusen.go.jp/soudan_now/twoshotto.html

警察庁HP：http://www.npa.go.jp/safetylife/kankyo3/akusyou.htm

▲

広報ビデオ「二つの道」
　ここに、人を傷つけてしまいながらも、

その罪の重さを受け止め、更生を誓った少

年がいます。そんな彼に、家族や友人、そ

して地域の隣人たちはどのように接するで

しょうか。

　そしてそれは、彼の人生をどのように変

えていくでしょうか。あなたの近くにも、

彼のように苦しんでいる人がきっといるは

ずです。罪を犯した人が立ち直ろうとする

時、あなたならどのように接しますか。

　※各都道府県の保護観察所で貸し出しているほか、
　　インターネットサイト「ポリスチャンネル」（URL:http://www.police-ch. jp/）
        で見ることができます。

▲

作文を書いて“社会を明るくする運動”に参加

　小・中学生のみなさんが“社会を明るくする運動”の理解を深めるきっ

かけになれば、と毎年「作文コンテスト」を実施しています。家庭や学

校など、普段の生活で体験したことを作文にして応募してみませんか。

　応募締め切り●平成18年 9月上旬頃（都道府県ごとに異なります）

　応 募 先●各都道府県の“社会を明るくする運動”実施委員会まで

　昨年の法務大臣賞（最優秀賞）受賞作品　

　小学生の部　「あたりまえのこと」
　　　　　　　福岡県・荒木　響さん
　中学生の部　「目指せ傘盗難ゼロ！越路中の挑戦」　
　　　　　　　新潟県・小野塚　捺美さん
　（受賞作品は法務省のホームページでご覧になることができます）



受刑者処遇は「作業」が中心（従来から義務）
→新たに「改善指導」と「教科指導」を受けることの義務付け

▼

受刑者の改善更生と円滑な社会復帰

（実施方法）
　・個別処遇の原則（受刑者の特性に応じた処遇）
　・計画的処遇（処遇要領による矯正処遇の実施）
　・専門的知識の活用（医学、心理学、教育学など）
　・社会との連携（親族、民間の篤志家、関係行政機関など）

受刑者の社会復帰に向けた処遇の充実

矯正処遇の実施

作　業
　刑罰の内容としてだけでなく、
受刑者の改善更生・出所後の円滑
な就労を図るための処遇方法とし
ても重要です。
　職業訓練をより充実させ、また、
外部通勤作業も導入されます。 教科指導

　社会で生活していく上で必要な
基礎学力を習得させるため、学校
教育の内容に準ずる内容の指導を
行うこととしています。

改善指導
　社会生活に必要な知識・生活
態度を習得させるための一般的な指
導や、薬物離脱指導、暴力団離脱指
導、性犯罪再犯防止指導、交通安全
指導、就労支援指導などの特別な指
導を行うこととしています。

暴力団

刑事施設及び受刑者の処遇等に関する法律  5/24施行

外部通勤作業、外出・外泊制度の導入
→受刑者の円滑な社会復帰

外出・外泊
（外出は日帰り、外泊は７日以内）

外部通勤作業

円滑な社会復帰

　刑事施設の外の事業所にお
いて作業・訓練することで、技
能や、一般社会の中の正しい人
間関係を築く方法を学ばせます。
　なお、職員は同行しません。

一身上の重要な用務
更生保護に関係のある者の訪問
その他釈放後の社会生活に有用
な体験を行うことで、家族関係
の維持・修復、釈放後の生活の
ための準備をする
ことができます。

{

●仮釈放を許すことができる期間（原則として刑期の3分の1）の経過
●開放的処遇を受けていることなど一定の事由が認められること
●円滑な社会復帰を図るため必要があるとき（外部通勤作業）、釈放後
　の社会生活に有用な体験をする必要があるとき（外出・外泊）

（認められる場合）

を
満
た
す
受
刑
者
に
対
し
て
は
、
電

話
に
よ
る
通
信
を
認
め
る
規
定
が
設

け
ら
れ
ま
し
た
。

　
オ
　
不
服
申
立
て
制
度
が
整
備
さ

れ
ま
す

　

刑
事
施
設
の
長
に
よ
る
一
定
の
措
置

等
に
つ
い
て
不
服
を
申
し
立
て
る
こ
と

が
で
き
る
制
度
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

行
刑
運
営
の
透
明
性
を
確
保
す
る

た
め
に
、
法
務
大
臣
が
様
々
な
分
野

の
民
間
の
方
か
ら
任
命
す
る
委
員

が
、
刑
事
施
設
を
視
察
し
た
り
、
被

収
容
者
と
面
接
し
た
り
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
施
設
の
実
情
を
的
確
に
把

握
し
た
上
で
、
そ
の
運
営
に
関
し
、

刑
事
施
設
の
長
に
対
し
て
意
見
を
述

べ
る
も
の
と
し
て
、各
刑
事
施
設
に
、

「
刑
事
施
設
視
察
委
員
会
」
が
置
か

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
委
員
会

が
述
べ
た
意
見
及
び
こ
れ
を
受
け
て

刑
事
施
設
の
長
が
講
じ
た
措
置
の
内

容
は
、
そ
の
概
要
が
公
表
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

警
察
留
置
場
は
、
留
置
施
設
と
し

て
、
そ
の
設
置
の
根
拠
が
定
め
ら
れ

る
と
と
も
に
、
刑
事
施
設
の
収
容
対

象
者
に
つ
い
て
、
一
部
の
者
を
除
き
、

刑
事
施
設
に
収
容
す
る
こ
と
に
代
え

て
留
置
施
設
に
留
置
で
き
る
こ
と
と

さ
れ
た
ほ
か
、
警
察
本
部
に
は
、
留

置
施
設
の
運
営
の
透
明
性
を
確
保
す

る
た
め
、
留
置
施
設
視
察
委
員
会
が

設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
成
立
し
た
、
受
刑
者
の
処
遇

に
関
す
る
部
分
を
中
心
と
し
た
法
律

は
、
既
に
本
年
5
月
24
日
か
ら
施
行

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
年
成

立
し
た
、
未
決
拘
禁
者
の
処
遇
等
に

関
す
る
法
改
正
は
、
来
年
6
月
7
日

ま
で
の
間
の
政
令
で
定
め
る
日
か
ら

施
行
さ
れ
ま
す
。

　

監
獄
法
は
、
刑
事
施
設
（
刑
務
所
・

拘
置
所
）
に
収
容
さ
れ
て
い
る
受
刑

者
、
未
決
拘
禁
者
（
犯
罪
を
犯
し
た

疑
い
が
あ
る
者
と
し
て
逮
捕
・
勾
留

さ
れ
て
い
る
者
）、
死
刑
確
定
者
等

の
被
収
容
者
の
処
遇
な
ど
に
つ
い
て

定
め
た
法
律
で
あ
り
、
監
獄
に
代
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
た

警
察
留
置
場
（
代
用
監
獄
）
に
留
置

さ
れ
る
者
の
処
遇
に
つ
い
て
も
適
用

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

監
獄
法
は
、
明
治
41
年
に
制
定
さ

れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
た
め
、
片
仮
名

表
記
の
文
語
体
で
あ
り
、
内
容
的
に

も
、
被
収
容
者
の
権
利
義
務
や
職
員

の
権
限
が
明
確
に
規
定
さ
れ
て
い
な

い
ほ
か
、
受
刑
者
の
改
善
更
生
・
社

会
復
帰
の
促
進
と
い
う
刑
事
政
策
的

観
点
か
ら
も
不
十
分
な
も
の
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

法
務
省
で
は
、
ま
ず
、
受
刑
者
の

処
遇
に
関
す
る
部
分
を
中
心
に
法
改

正
を
行
う
こ
と
と
し
、
平
成
17
年
5

月
に
「
刑
事
施
設
及
び
受
刑
者
の
処

遇
等
に
関
す
る
法
律
」
が
成
立
し
ま

し
た
。
残
さ
れ
た
未
決
拘
禁
者
や
死

刑
確
定
者
等
の
処
遇
に
関
す
る
部
分

に
つ
い
て
は
、
本
年
３
月
に
、
こ
の

法
律
の
改
正
法
案
を
提
出
し
、
こ

の
法
案
は
6
月
2
日
に
成
立
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
監
獄
法
は
、「
刑
事

収
容
施
設
及
び
被
収
容
者
等
の
処
遇

に
関
す
る
法
律
」
と
し
て
全
面
的
に

改
正
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ア
　
被
収
容
者
の
権
利
義
務
や
職

員
の
権
限
が
明
確
化
さ
れ
ま
す

　

被
収
容
者
の
宗
教
上
の
行
為
、
書

籍
や
新
聞
の
閲
覧
な
ど
の
行
為
を
保

障
す
る
と
と
も
に
、
刑
事
施
設
の
長

が
こ
れ
を
制
限
で
き
る
場
合
が
明
確

に
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
職
員
が
規

律
秩
序
を
維
持
す
る
た
め
の
措
置
を

執
っ
た
り
、
懲
罰
を
科
し
た
り
で
き

る
要
件
や
手
続
が
明
確
に
さ
れ
ま

し
た
。

　
イ
　
受
刑
者
の
社
会
復
帰
に
向
け

た
処
遇
の
充
実
が
図
ら
れ
ま
す

　

受
刑
者
の
処
遇
は
、
個
々
の
受
刑

者
の
資
質
や
環
境
に
応
じ
て
適
切
な

方
法
で
行
う
こ
と
と
し
、
刑
務
作
業

だ
け
で
は
な
く
、
犯
罪
の
責
任
を
自

覚
さ
せ
、
社
会
生
活
に
適
応
す
る
の

に
必
要
な
生
活
態
度
等
を
身
に
つ
け

さ
せ
る
た
め
、
❶
一
般
改
善
指
導
と

し
て
、
自
己
啓
発
指
導
、
社
会
復
帰

支
援
指
導
、
対
人
関
係
円
滑
化
指
導

な
ど
、
❷
特
別
改
善
指
導
と
し
て
、

薬
物
依
存
離
脱
指
導
、
暴
力
団
離
脱

指
導
、
被
害
者
の
視
点
を
取
り
入
れ

た
教
育
、
性
犯
罪
再
犯
防
止
指
導
、

交
通
安
全
指
導
、
就
労
支
援
指
導
、

❸
基
礎
的
な
学
力
を
身
に
つ
け
さ
せ

る
た
め
の
指
導
を
計
画
的
に
行
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
処
遇
方
策
と
し
て
、

仮
釈
放
を
許
す
決
定
が
さ
れ
て
い
る

者
等
を
対
象
に
、
円
滑
な
社
会
復
帰

を
実
現
す
る
上
で
必
要
が
あ
る
と
き

は
、
職
員
の
同
行
な
し
で
、
刑
事
施

設
の
外
に
通
勤
さ
せ
て
刑
務
作
業

（
外
部
通
勤
作
業
）
を
行
わ
せ
た
り
、

外
出
（
日
帰
り
）・
外
泊
（
7
日
以
内
）

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
が
導
入

さ
れ
ま
し
た
。

　

ウ
　
被
収
容
者
の
生
活
水
準
が
保

障
さ
れ
ま
す

　

被
収
容
者
に
対
し
、
衣
類
・
食
事

な
ど
を
提
供
す
る
ほ
か
、
自
ら
の
費

用
で
取
得
し
た
物
品
の
使
用
を
許
す

範
囲
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
被

収
容
者
の
健
康
及
び
刑
事
施
設
内
の

衛
生
を
保
持
す
る
た
め
、
社
会
一
般

の
水
準
に
照
ら
し
適
切
な
保
健
衛
生

上
及
び
医
療
上
の
措
置
を
講
ず
る
こ

と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
エ
　
外
部
交
通
が
保
障
・
拡
充
さ

れ
ま
す

　

被
収
容
者
の
面
会
や
信
書
の
発
受

を
一
定
の
範
囲
内
で
保
障
す
る
と
と

も
に
、
制
限
で
き
る
場
合
が
明
確
に

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
一
定
の
要
件

法務省だより
監獄法が生まれ変わりました！

人・顔スポットライト「登記相談官」

　
明
治
41
年
に
制
定
さ
れ
て
以
来
、
実
質
的
な
改
正
が
行
わ
れ
る
こ
と
な
く

今
日
に
至
っ
て
い
た
『
監
獄
法
』
が
、
約
1
0
0
年
ぶ
り
に
全
面
改
正
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
、「
監
獄
」
と
い
う
名
称
も
「
刑
事
施
設
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。

監
獄
法
が
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た！

監
獄
法
は
ど
う
い
う
法
律
な
の
？

改
正
ま
で
の
経
緯
は
ど
う
だ
っ
た
の
？

法
務
局
の
窓
口
業
務
に
つ
い
て

法
務
事
務
官
に
な
っ
た

理
由
・
き
っ
か
け

法
務
事
務
官
の
や
り
が
い

国
民
の
み
な
さ
ん
に

対
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

仕
事
を
す
る
中
で
、

う
れ
し
か
っ
た
こ
と
、

苦
労
し
た
こ
と

　
職
務
内
容
は
、
登
記
・
供
託
・
戸

籍
・
国
籍
・
人
権
擁
護
・
訟
務
と
多

岐
に
わ
た
り
、
ど
の
部
門
を
担
当
し

て
も
民
法
を
始
め
、不
動
産
登
記
法
・

商
業
登
記
法
・
戸
籍
法
な
ど
の
法
律

を
常
に
勉
強
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
大
変
で
は
あ
り
ま
す
が
、
常
に

「
学
ぶ
」
こ
と
の
楽
し
さ
を
感
じ
て

い
ま
す
。
　

　
法
務
局
の
窓
口
へ
は
毎
日
大
勢
の

お
客
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
私

た
ち
は
、
お
客
様
の
必
要
と
さ
れ
る

手
続
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
い
説
明

を
行
う
と
と
も
に
、
証
明
書
等
に
つ

い
て
は
少
し
で
も
早
く
発
行
す
る
よ

う
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
5
月
か
ら
新
し
い
会
社
法
が
施
行

さ
れ
、
登
記
手
続
も
大
き
く
変
わ
り

ま
し
た
の
で
、
会
社
の
登
記
に
関
す

る
お
客
様
か
ら
の
質
問
や
相
談
が
多

く
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
に
対
し

て
、
納
得
で
き
る
説
明
が
で
き
「
よ

く
分
か
っ
た
」
と
の
言
葉
を
い
た
だ

い
た
時
に
は
、
本
当
に
う
れ
し
く
感

じ
ま
し
た
。

　
法
務
局
で
は
、
国
民
の
重
要
な
財

産
で
あ
る
土
地
や
建
物
な
ど
の
不
動

産
や
会
社
な
ど
の
法
人
に
つ
い
て
、

権
利
関
係
等
を
登
録
・
公
証
す
る

「
登
記
」
と
い
う
事
務
を
行
っ
て
お

り
、
そ
の
申
請
や
相
談
な
ど
を
受
け

る
た
め
の
窓
口
、
登
記
さ
れ
て
い
る

事
項
に
つ
い
て
の
証
明
書
等
を
交
付

す
る
た
め
の
窓
口
が
あ
り
ま
す
。

　
法
務
局
に
は
、
登
記
の
ほ
か
に
も
、

「
供
託
」
と
い
う
事
務
に
関
す
る
窓

口
が
あ
る
ほ
か
、
人
権
に
関
す
る
相

談
を
受
け
る
た
め
の
窓
口
も
開
設
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
就
職
す
る
前
は
「
法
務
事
務
官
」、

「
法
務
局
」
と
い
う
言
葉
は
ま
っ
た
く

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、
言
葉

の
響
き
か
ら
、
法
律
に
関
す
る
仕
事

を
す
る
の
だ
ろ
う
と
い
う
程
度
の
知

識
で
し
た
が
、
法
律
を
勉
強
し
な
が

ら
働
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

被
収
容
者
の
処
遇
は
ど
う
変
わ
る
の
？

刑
事
施
設
視
察
委
員
会
っ
て

ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
？

代
用
監
獄
は
ど
う
な
る
の
？

い
つ
か
ら
施
行
さ
れ
る
の
？

はい 

名古屋法
務局

  法人登
記

    部門で
す。

5月から新しい会社法が
施行されて、登記手続が
変更されたから、
問い合わせが
多くなりそう！

はい
！そ
れな
ら

○○
○○
です
。

よろ
しく
お願
い

いた
しま
す。

会社の登記で○○が
分からないのだが、
　どうすれば
　いいだろうか？

 ありがとう！
　とってもよく
　分かりました
　これで手続
　できます。 き

ち
ん
と
説
明
で
き
た
し
、

　
　
分
か
っ
て

　
も
ら
え
て

よ
か
っ
た
！

ほっ

森谷晴美さん

名古屋法務局
民事行政部
法人登記部門

登記相談官



私も話し合いで
解決したいんですよろしく

お願いします

平
成
19
年
4
月
1
日
、
法
務
大
臣
の

A
D
R
認
証
制
度
が
　
　
　
　  

し
ま
す
！！

検察庁の捜査と警察の捜査の違いはなんですか？Q

「検察庁」について

A

今回の

質問は
？

Q
A

　警察は刑事事件の第一次的な捜査を行い、検察庁は起訴・不起訴を
決定するための捜査を行います。
　日本では、起訴する権限は検察官にのみ与えられており、警察官は
起訴できないことになっています。したがって、検察官は裁判所に対
し起訴してその処罰を求めるという責任があるため、警察等から送ら
れた捜査記録などを確認するだけではなく、その内容が真実であるか
どうかを、事件の当事者から必要に応じて直接事情を聞くなどして、
積極的に自ら捜査をして事件の真相解明に努力しています。
　また、政治家の汚職事件や大規模経済事件等については、検察官が
最初から独自に捜査を行うこともあります。

検察庁の捜査は、具体的にはどういうことをするのですか？

　被疑者・参考人など関係者の取調べ、証拠品の捜索・差押え、さら
にその分析・検討などを行います。

警察で事情を聞かれて調書を作成したのに、また、検察庁に呼ば
れて事情を聞かれたり、調書を作成したりすることもあるので
すか？

Q

A 　検察官は、起訴・不起訴を決定するため、改めて被害者等から事情
を聞く必要がある場合があります。ご迷惑をお掛けしますが、適正妥
当な処分を行うためですので、ご協力ください。

　

裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
と
は
、
裁

判
に
よ
ら
ず
に
紛
争
を
解
決
す
る
手

段
一
般
を
い
い
ま
す
。
最
近
で
は
英

語
の「
A
ltern
ative 

D
isp
u
te 

R
eso
lu
tio
n（
直
訳
す
る
と
「
代

替
的
な
紛
争
解
決
手
段
」
と
な

り
ま
す
。）」
の
頭
文
字
を
と
っ
て

「
A
D
R
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
手
続
の
う
ち
、
利
用

件
数
の
多
い
も
の
と
し
て
、
裁
判
所

の
民
事
調
停
・
家
事
調
停
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
が
、
そ
の
他
に
も
行
政
機
関

が
行
う
も
の
や
民
間
事
業
者
が
行
う

　

最
近
、
成
人
の
万
引
き
が
急
増
し
、

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
食
料
品
を

万
引
き
し
て
発
見
さ
れ
た
と
い
う
よ

う
な
事
案
に
つ
い
て
は
、
い
き
な
り

懲
役
刑
を
科
す
る
の
で
は
酷
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
で
、
起
訴
猶
予
処

分
と
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、こ
れ
で
は
、

犯
人
に
「
万
引
き
を
し
て
も
処
罰
さ

れ
な
い
」
な
ど
と
勘
違
い
を
さ
せ
、

同
じ
よ
う
な
犯
罪
を
繰
り
返
し
行
わ

せ
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
窃
盗
罪
に
罰
金
刑
（
50
万

円
以
下
）
を
新
設
し
、
万
引
き
の
よ

う
な
事
案
に
つ
い
て
も
そ
れ
な
り
の

　

同
時
に
、
社
会
の
高
度
化
・
情
報

化
・
国
際
化
を
背
景
に
、
国
民
の
み

な
さ
ん
の
紛
争
解
決
の
在
り
方
に
対

す
る
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
て
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
国
民
の
み
な
さ
ん
に

と
っ
て
身
近
で
柔
軟
な
対
応
が
可
能

な
紛
争
解
決
手
段
を
こ
れ
ま
で
以
上

に
利
用
し
や
す
い
も
の
と
す
る
た
め

の
方
法
が
政
府
に
お
い
て
検
討
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、「
裁
判
外
紛
争
解
決

手
続
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法

律
」（
い
わ
ゆ
る
A
D
R
法
）
が
制
定

さ
れ
、
平
成
19
年
4
月
1
日
か
ら
施

行
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。　

　

こ
の
法
律
で
は
、
調
停
・
あ
っ
せ

ん
等
の
裁
判
に
よ
ら
な
い
紛
争
解
決

手
段
を
利
用
し
や
す
く
す
る
た
め
、

次
の
よ
う
な
事
柄
を
定
め
て
い
ま
す
。

に
も
罰
金
刑
（
50
万
円
以
下
）
を

新
設
し
、
事
案
に
応
じ
た
適
切
な
刑

罰
を
科
す
る
こ
と
に
よ
り
、
同
じ
よ

う
な
犯
罪
の
発
生
を
防
ご
う
と
す
る

も
の
で
す
。

　

交
通
事
故
の
加
害
者
な
ど
に
適
用

さ
れ
る
業
務
上
過
失
致
死
傷
罪
等
の

刑
罰
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
は
5

年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
禁
錮
又
は

50
万
円
以
下
の
罰
金
と
定
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
最
近
の
交
通

事
犯
に
対
す
る
国
民
の
目
の
厳
し
さ

を
考
え
ま
す
と
、
加
害
者
の
過
失
が

小
さ
い
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
加
害

者
に
罰
金
刑
を
科
す
べ
き
事
案
で
あ

る
に
せ
よ
、
被
害
者
が
亡
く
な
ら
れ

❶
　
国
民
の
み
な
さ
ん
に
調
停
・

あ
っ
せ
ん
等
の
手
続
に
関
す
る
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
き
、
そ
の
利
用
の

促
進
を
図
る
た
め
、
必
要
な
情
報
の

提
供
等
に
努
め
る
べ
き
国
や
地
方
公

共
団
体
の
責
務

❷
　
民
間
事
業
者
の
行
う
調
停
・

あ
っ
せ
ん
等
の
業
務
を
対
象
と
し

て
、
そ
の
業
務
が
法
の
定
め
る
基
準

を
満
た
す
適
正
な
も
の
と
認
め
ら
れ

る
場
合
に
法
務
大
臣
が
こ
れ
を
認
証

す
る
制
度

　

法
務
大
臣
に
よ
る
認
証
の
対
象
と

な
る
の
は
、
本
法
律
の
定
め
る
認
証

基
準
を
ク
リ
ア
し
た
事
業
者
の
行

う
調
停
・
あ
っ
せ
ん
等
の
業
務
で
す
。

た
り
、
重
大
な
傷
害
を
負
っ
た
の

に
、
そ
の
上
限
が
50
万
円
に
と
ど
ま

る
と
い
う
の
で
は
刑
罰
と
し
て
軽
す

ぎ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、

今
回
の
改
正
で
は
、
刑
法
上
の
他
の

罪
の
罰
金
刑
と
の
均
衡
も
考
え
つ

つ
、
そ
の
上
限
を
1
0
0
万
円
に
引

き
上
げ
ま
し
た
。

　

罰
金
刑
の
新
設
や
引
上
げ
に
あ
わ

せ
、
労
役
場
留
置
制
度
の
見
直
し
及

び
略
式
命
令
の
限
度
額
の
引
上
げ

（
罰
金
額
50

万
円
か
ら

1
0
0
万
円

へ
）
を
行
い

ま
し
た
。

法務省だより
平成19年4月1日、法務大臣のADR認証制度がスタートします！！●刑法の罰金が一部新設・引上げになりました

お答えします「検察庁」について

も
の
な
ど
が
あ
り
、
そ
の
形
態
や
内

容
は
多
種
多
様
で
す
。

　

裁
判
と
比
較
し
た
場
合
の
特
長
と

し
て
、
厳
格
な
手
続
に
し
ば
ら
れ
ず

に
、
様
々
な
専
門
家
の
知
識
経
験
を

活
か
し
、
紛
争
の
実
情
に
即
し
た
柔

軟
な
解
決
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
、
我
が
国
の
社
会
は
、
こ
れ

ま
で
の
事
前
規
制
・
調
整
型
の
社
会

か
ら
事
後
チ
ェ
ッ
ク
・
救
済
型
の
社

会
へ
と
変
革
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
社
会
構
造
の
変
革
に
よ

り
、
事
後
的
に
ル
ー
ル
違
反
に
対
処

す
る
司
法
の
役
割
が
こ
れ
ま
で
以
上

に
重
要
と
な
り
ま
す
。

刑
罰
を
科
す
る
こ
と
に
よ
り
、
同
じ

よ
う
な
犯
罪
を
二
度
と
起
こ
さ
せ

な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

　

ま
た
、
公
務
執
行
妨
害
罪
等
に
つ

い
て
も
、
こ
れ
ま
で
は
懲
役
刑
と
禁

錮
刑
の
定
め
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
の
で
、
比
較
的
影
響
が
大
き
く
な

い
と
思
わ
れ
る
事
案
に
つ
い
て
は
、

や
は
り
、
い
き
な
り
懲
役
刑
な
ど
で

は
酷
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、

結
果
的
に
起
訴
猶
予
処
分
と
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
暴
行

や
脅
迫
と
い
う
手
段
を
使
っ
て
公
務

の
執
行
を
妨
害
し
て
お
き
な
が
ら
、

何
の
処
罰
も
受
け
な
い
と
な
る
と
、

同
じ
よ
う
な
犯
罪
を
犯
す
人
が
次
々

出
て
き
か
ね
ず
、
社
会
の
平
穏
が
害

さ
れ
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
公
務
執
行
妨
害
罪
等

ま
た
、
暴
力
団
員
等
の
反
社
会
的
な

勢
力
が
関
与
し
て
い
た
り
す
る
と
、

も
ち
ろ
ん
認
証
は
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

で
は
、
紛
争
に
巻
き
込
ま
れ
た
方

が
認
証
を
受
け
た
民
間
事
業
者
の
行

う
調
停
・
あ
っ
せ
ん
等
の
手
続
を
利

用
す
る
と
、
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
主
に
、
次

の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

❶
　
紛
争
の
分
野
に
応
じ
た
専
門
家

（
弁
護
士
や
各
種
専
門
家
）
が
調
停

人
、
あ
っ
せ
ん
人
と
な
り
、
そ
の
専

門
性
を
発
揮
し
て
和
解
の
仲
介
に
当

た
っ
て
も
ら
え
る

❷
　
紛
争
解
決
を
依
頼
す
る
前
に
、

ど
の
よ
う
な
専
門
家
が
手
続
を
実
施

す
る
の
か
、
手
続
は
、
ど
の
よ
う
に

進
行
す
る
の
か
と
い
っ
た
説
明
を
必

ず
受
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
十
分
に
考
え
た
上
で
紛
争
の

解
決
を
図
る
の
に
適
し
た
民
間
事
業

者
の
手
続
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る

❸
　
一
定
の
場
合
に
は
、
権
利
の
時

効
中
断
、
並
行
し
て
行
っ
て
い
る
訴

訟
の
一
時
的
な
中
止
等
の
特
例
が
適

用
さ
れ
る

　

ま
た
、
法
務
大
臣
は
、
認
証
を
し

た
民
間
事
業
者
の
名
称
、
調
停
・

あ
っ
せ
ん
手
続
の
内
容
、
そ
の
利
用

に
要
す
る
費
用
等
、
紛
争
の
解
決
を

図
る
上
で
選
択
の
目
安
と
な
る
情
報

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利
用
し
て

公
表
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ

裁
判
外
紛
争
解
決
手
続

（
A
D
R
）っ
て
な
に
？

れ
に
よ
り
、
紛
争
に
巻
き
込
ま
れ
た

方
が
安
心
し
て
認
証
を
受
け
た
民
間

事
業
者
の
行
う
調
停
・
あ
っ
せ
ん
等

の
手
続
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
裁
判
に
よ
ら
な
い
紛
争
解

決
の
方
法
や
手
段
に
関
す
る
情
報
の

提
供
に
当
た
っ
て
は
、
10
月
に
業
務

を
開
始
す
る
日
本
司
法
支
援
セ
ン

タ
ー（
愛
称
・
法
テ
ラ
ス
）と
も
連
携
・

協
力
し
、
裁
判
所
の
民
事
調
停
・
家

事
調
停
、
行
政
機
関
が
行
う
も
の
等

を
含
め
、
必
要
・
有
益
な
情
報
が
提

供
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
予
定
で
す
。

　

法
務
省
で
は
、
認
証
を
受
け
た
民

間
事
業
者
の
行
う
調
停
・
あ
っ
せ
ん

等
の
手
続
が
、
国
民
の
み
な
さ
ん
が

紛
争
に
巻
き
込
ま
れ
た
と
き
に
こ
れ

を
解
決
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、

裁
判
と
並
ぶ
魅
力
的
な
選
択
肢
と
な

る
よ
う
、
制
度
の
円
滑
な
実
施
と
広

報
等
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

刑
法
の
罰
金
が
一
部
新
設
・
引
上
げ
に
な
り
ま
し
た（
5
月
28
日
施
行
）

窃
盗
罪
及
び
公
務
執
行
妨
害

罪
等
へ
の
罰
金
刑
の
新
設

業
務
上
過
失
致
死
傷
罪
等
の

罰
金
刑
の
上
限
引
上
げ

そ
　
の
　
他

スス
タ
ー
ト

ス
タ
ー
ト

オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ                

デ
ィ
ス
ピ
ュ
ー
ト

リ
ゾ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

エ
ー
・
デ
ィ
ー
・
ア
ー
ル

A
D
R
法
の
誕
生
！！
　

UP

A
D
R
認
証
制
度
と
は
？

最
　
後
　
に

一緒に解決策を
探していきましょう
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　　　　　　　じ　　　　　　　じんけんってなあてなあに？」
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人
権
っ
て
ど
う
い
う
も
の
？

　

人
権
と
は
、
人
間
が
人
間
ら
し
く

生
き
る
権
利
で
、
生
ま
れ
な
が
ら
に

持
つ
権
利
で
あ
り
、
日
本
国
憲
法
で

す
べ
て
の
国
民
に
保
障
さ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。
人
権
は
、
難
し
い
も
の

で
は
な
く
、
誰
で
も
心
で
理
解
し
、

感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
な
の
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
っ
て
こ
ん
な
人

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
住
民

の
中
か
ら
、
人
権
問
題
に
理
解
や
熱

意
の
あ
る
人
た
ち
が
市
町
村
長
の
推

薦
を
受
け
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
た
人
た
ち
で
す
。
弁
護
士
、
教
育

者
、
婦
人
会
役
員
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
職
業
や
経
歴
を
有
し
て
い
ま
す
。

全
国
す
べ
て
の
市
町
村
で
約
1
4,

0
0
0
人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
制
度
っ
て

い
つ
で
き
た
の
？

　

法
務
省
に
人
権
擁
護
局
が
設
置
さ

れ
た
昭
和
23
年
に
、
弁
護
士
や
人
権

擁
護
に
理
解
の
あ
る
有
識
者
な
ど
約

1
5
0
人
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

そ
の
理
由
は
、「
基
本
的
人
権
」
は
、

国
民
一
人
一
人
の
努
力
や
民
間
人
の

協
力
の
も
と
に
官
民
一
体
と
な
っ
て

守
り
広
め
て
い
く
こ
と
が
好
ま
し
い

か
ら
で
す
。

6
月
1
日
は

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

　

昭
和
24
年
6
月
1
日
に
人
権
擁
護

委
員
法
が
施
行
さ
れ
、
こ
の
日
を
記

念
し
て
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と

定
め
、
全
国
的
な
人
権
啓
発
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

今
年
の

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」の
活
動

　

6
月
1
日
に
全
国
各
地
約
2,

9
0
0
か
所
で
「
全
国
一
斉
特
設
人

権
相
談
所
」
を
開
設
し
、
地
域
住
民

の
皆
様
か
ら
の
相
談
に
応
じ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
の
み
な
さ
ん
は
、

「
こ
れ
か
ら
も
地
域
住
民
に
信
頼
さ
れ

る
活
動
を
地
道
に
続
け
て
い
き
た
い
。

大
い
に
人
権
擁
護
委
員
制
度
を
活
用

し
て
ほ
し
い
。」
と
話
し
て
い
ま
す
。

困
っ
た
と
き
に
頼
り
に
な
り
ま
す

　

夫
か
ら
の
暴
力
や
離
婚
問
題
な
ど

家
庭
内
の
も
め
ご
と
、
騒
音
な
ど
近

隣
間
の
ト
ラ
ブ
ル
、
子
ど
も
の
い
じ

め
な
ど
、
身
近
な
困
り
ご
と
の
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。「
こ
れ
は
人
権

問
題
か
な
」
と
思
っ
た
り
、
ど
こ
に

相
談
し
て
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
と

き
は
、
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
、
ま

ず
は
人
権
擁
護
委
員
に
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
の
活
動
っ
て

ど
ん
な
も
の
？

　

人
権
に
関
す
る
相
談
を
受
け
た

り
、
学
校
や
公
民
館
で
人
権
教
室
を

開
い
て
命
や
思
い
や
り
の
心
の
大
切

さ
を
訴
え
か
け
る
た
め
の
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
小
学
生
を
対
象
と
し
た

「
人
権
の
花
運
動
」、
中
学
生
を
対
象

と
し
た
「
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
」

は
、
ど
ち
ら
も
約
25
年
間
続
け
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
人
権
擁
護
委
員
の
中
か
ら
、

い
じ
め
や
体
罰
、
児
童
虐
待
な
ど
子

ど
も
の
人
権
問
題
を
専
門
的
に
扱
う

「
子
ど
も
の
人
権
専
門
委
員
」
や
、

人
権
が
侵
害
さ
れ
た
事
案
に
つ
い

て
、
被
害
者
を
救
済
す
る
た
め
、
紛

争
が
円
満
に
解
決
す
る
よ
う
調
整
を

行
う
「
人
権
調
整
専
門
委
員
」
が
選

任
さ
れ
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

▲人権啓発冊子「種をまこう」
　全国人権擁護委員連合会企画・製作

　
平
成
16
年
5
月
に
「
裁
判
員
の

参
加
す
る
刑
事
裁
判
に
関
す
る
法

律
」
が
公
布
さ
れ
、
平
成
21
年
5

月
ま
で
に
施
行
さ
れ
ま
す
。
裁
判

員
制
度
は
、
法
律
の
専
門
家
で
は

な
い
国
民
の
み
な
さ
ん
が
裁
判
員

と
し
て
刑
事
裁
判
に
参
加
す
る
制

度
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
国
民
の

み
な
さ
ん
の
感
覚
が
裁
判
に
反
映

さ
れ
、
司
法
に
対
す
る
国
民
の
み

な
さ
ん
の
理
解
や
支
持
が
深
ま

り
、
司
法
が
よ
り
強
固
な
国
民
的

基
盤
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
裁
判
員
制
度
が
円
滑
に
機
能

す
る
た
め
に
は
、
国
民
の
み
な
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
必
要
不

可
欠
で
す
。
そ
こ
で
、法
務
省
は
、

国
民
の
み
な
さ
ん
に
制
度
の
内
容

を
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
、
最
高

裁
判
所
・
日
本
弁
護
士
連
合
会
と

連
携
を
と
り
つ
つ
、
裁
判
員
制
度

の
内
容
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し

た
広
報
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
書

家
・
詩
人
の
相
田
み
つ
を
氏
の
作

品
を
使
用
し
た
広
報
用
ポ
ス

タ
ー
、
俳
優
の
中
村
雅
俊
さ
ん
監

督
・
出
演
の
広
報
用
ビ
デ
オ
「
裁

判
員
制
度

－

も
し
も
あ
な
た
が
選

ば
れ
た
ら

－

」
等
を
製
作
し
、
現

在
、
広
く
国
民
の
み
な
さ
ん
に
配

布
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
視
聴

し
て
い
た
だ
い
た
り
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
全
国
各
地
で
市
民
参

加
型
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し

た
り
、
各
地
の
お
祭
り
や
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
て
裁
判
員
制
度
の
広

報
啓
発
活
動
を
行
っ
た
り
も
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
法
務
省
は
、
国

民
の
み
な
さ
ん
に
裁
判
員
制
度
に

つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

様
々
な
広
報
啓
発
の
機
会
を
設
け

る
予
定
で
お
り
ま
す
の
で
、
是
非

ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

★平成18年度人権啓発フェスティバル（大分会場）が開催されます
　講演会、人権啓発資料展やシンポジウムのほか、コンサート、映画上映会、物産展
など盛りだくさんの催物を通じて、来場者の方々に人権を身近なものとして考えてい
ただくことを目的とするイベントです。
　　（日 時）平成18年9月30日（土）、10月1日（日）
　　（場 所）大分県別府市（ビーコンプラザ）
　　（主 催）法務省、文部科学省、大分県、（財）人権教育啓発推進センター　ほか

★ハンセン病に関する「夏休み親と子のシンポジウム」（青森会場）が
　開催されます
　講演会や中学生をパネリストとするパネルディスカッションのほか、ファミリーコ
ンサート、ビデオ上映会を通じて、来場者の方々にハンセン病を正しく理解していた
だくとともに、親子で共に考えていただくことを目的とするイベントです。
　　（日 時）平成18年7月26日（水）
　　（場 所）青森市（県民福祉プラザ）
　　（主 催）法務省、全国人権擁護委員連合会ほか

期　　　　日 概　　　　要

受付期間

第 1次試験

第1次試験
合格者発表

第2次試験

最　　　終
合格者発表

平成18年7月18日（火）～
平成18年8月 1日（火）

平成18年9月24日（日）

平成18年10月11日（水）

平成18年10月18日（水）・
平成18年10月19日（木）

平成18年11月9日（木）

（受付）
法務省各地方入国管理局、福岡入国管理局鹿児島出張所
福岡入国管理局那覇支局

（試験地）
全国10試験地

（試験内容）
教養試験（多枝選択式）
作文試験

（発表掲示場所）
人事院事務総局、人事院各地方事務局、人事院沖縄事務所
法務省各地方入国管理局、福岡入国管理局鹿児島出張所
福岡入国管理局那覇支局　

（試験地）
全国9試験地

（試験内容）
人物試験
身体検査
身体測定、体力検査

（発表掲示場所）
人事院事務総局、人事院各地方事務局、人事院沖縄事務所
法務省各地方入国管理局、福岡入国管理局鹿児島出張所
福岡入国管理局那覇支局

★平成18年度入国警備官採用試験

●啓発活動重点目標・
　人権擁護委員制度周知ポスター

●「全国一斉「人権擁護委員の日」特設人権
　相談所」開設ポスター

▲「子どもの人権専門委員による
　 人権教室」
　　人権擁護委員手づくりの絵本を手に真剣な表情で
　　お話を聞く子どもたち

「いっしょに読んで考えよう
　　　　　　　じんけんってなあに？」

法 務 省 人 権 擁 護 局
全国人権擁護委員連合会

人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
存
知
で
す
か

毎
年
6
月
1
日
は
、「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
で
す
。

今
年
も
、
こ
の
日
に
、
全
国
の
人
権
擁
護
委
員
が
あ
な
た
の
街
で

人
権
啓
発
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

今
回
は
、
全
国
の
市
町
村
で
民
間
の
立
場
か
ら
人
権
擁
護
活
動
を

行
っ
て
い
る
人
権
擁
護
委
員
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

子どもの人権110番

女性の人権ホットライン

ぜろななぜろのひゃくとおばん

ぜろななぜろのハートライン

人権イメージキャラクター 人KENまもる君

人権イメージキャラクター 人KENあゆみちゃん

住居・生活の安全
　（騒音など）
　　 2,166件

強制・強要（セクハラなど）
409件

暴行・虐待（DVなど）181件プライバシー関係　154件

差別待遇　78件

学校における
いじめなど　22件

その他

2,116件

このような相談がありました
『全国一斉「人権擁護委員の日」特設人権相談所』開設結果
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6月1日開設分）

合　計

5,126件


